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樹(同消化器内科)後 腹膜脂 肪肉腫を2例 報 告 し
た.症例1は66歳男性で,主 訴は発熱 全身倦怠感,










造であったcMRΣ で,種 蕩の大半濠Tiで 低馨号を
T2で強信号を示 した,1993年9月2日経腹的に右腎
ごと腫瘍を摘出 した.摘 出重量 は2,190g,粘液型脂





験したので報欝 した.症 例は49歳,男性.主 訴は肉眼
的血尿.現病歴では,初 診1週 間前より肉眼的血尿あ








洋,河原 優,村 中幸二,金 丸洋史,岡 田謙一郎(橿
井医大),穏葉 稼(い なば泌尿器科)症 例は58歳
の男性で16年間他院にて慢性血液透析を行っていた.
透析5時 間後か ら特に誘因なく左側腹部痛をきた して
当科救急外来を受診 した.紐獲低下も認あ灘灘入院と
なる.入院時血液検査では貧血 の進行は認 めなかっ




















腹都癌も出瑳 したたあ,腹 部超童濃嬢査 および1腹部
CT検 査が施行され,左 腎膿瘍を指摘された.外科的
治療琶的に3月30H当科紹介入院,入院蒔より?AP"
M19/dayの経静脈投与 を開始 し,入院第2病 日に
超音渡下経皮的 ドレナージを施行し,8Frビッグテ



























野田 透,森 下裕志,天 野俊康,大 川光央(金沢大)
症例は,28歳,男性.尿 閉を主訴とし,1993年12月
23日当科を受診 した.受診時.導 尿にて1,200m1の
尿を排出 した.DIPで は,左 無造影腎 と膀胱内の











の画像診断の進歩によ り診断が容易 になって きてい
る.特に経直腸的超音波検査は診断 ・治療のいずれに
も有用な方法であると考えられた..








肛門括約筋 の軽度緊張低下が認 め られた以外神経
学的に異常は認め られ なかった.両 側水腎症と両側












成,高 橋雅彦,秋 野裕信,村 中幸二,岡 田謙一郎(福
井医大)1991年から1994年の4年間に,停 留精巣の
局在診断9例,骨 盤内リソパ節郭清7例,精 索静脈瘤





























北川育秀,渡 辺慰七郎(国 立金沢)過 去10年間に当


















進行 精 巣 腫 瘍 の臨 床 的検 討:越 田 潔,山 本 肇,
打林 忠 雄,大 川光 央(金 沢 大)StagesII-IIIの進
行性 精 巣 腫瘍(セ ミノ ー マ;8例,非 セ ミノ ーマ11
例)に 対 し て,導 入 化 学療 法 と し てPVB:10例,
PEB=6例,VAB6=3例 を 施 行 した.こ れ らの 奏 効
率 はCR:1例,PR;16例,NC:2例 で あ った ・
化学 療 法 後 の 残存 腫 瘍16例に 対 して摘 出手 術 を施 行 し
た ところ,A)necrosis:9例,B)teratoma;3例,
C)cancer=4例で あ った.腫 瘍 縮 小率 と組 織 型 との
関 係 は,A)69～95%,m=84%,B)0～75%,m・=
48%,C)0～90%,m=56%で あ った.摘 出 組 織 と予
後 との関 係 はA)NED=9例,B)NED:2例,癌
あ り生 存:1例,C)NED;1例,癌 あ り生存:1
例,癌 死=2例 で あ った.腫 瘍 マ ー カー の半 減 期 と治
療 効果 との 関 連 を み る と,残 存 組 織 がA)で あ りそ の
後NEDで 経 過 して い る9例 に お いて は,半 減 期 の
延長 がAFP;1例,HCG-B・1例,LDH:2例 に
認 め られ た の に対 し,残 存 組 織 中 に腫 蕩 を認 め た あ る
いは再 発 を き た した9例 に お い て は 半 減期 の延 長 が
PLAP:2例,AFP;5例,HCG-B;6例,LDH:
5例 に認 め られ た.
Prostatodyniaの超音波診断と桂枝茨苓丸の使用
経験:笹川眞人(厚 生連上越)最 近骨盤内の静脈 う
っ血 特 に前立腺静脈叢 のうっ血がprostatodynia
の病態の一つではないかと発表 された.そ こで当科




膜 上 に静 脈 の拡 張(sonolucentzone)を認 め,お 血
状 態 と診 断 しま した,
治療 効 果 で は,著 効 例 が5例31%,有 効 例 が9例56
%,無 効 例 が2例13%で,臨 床 的 有 効 率87%で した.
sonolucentzoneを認 め,お 状 態 と 診 断 した13例の
治 療効 果 は 著 効3例,有 効9例,無 効1例 で臨床 的有
効率92%で した.
こ れ に よ り前 立腺 静 脈 の うっ血がprostatodynia
の主 病 態 の 一 つ で あ る こ とが示 唆 され,そ れ に対 し桂
枝 俣 苓 丸が 有 効 で あ る こ とを認 め ま した.
興味ある超音波像を示 した前立腺癌の1例:田 中達
朗,小 林重行,川 村研二,木 戸智正,池 田龍介,鈴 木
































イ ド下 前立 腺 生 検 を行 い超 音 波 画 像 と組 織診 断 との 対
比 を 行 った.超 音 波 画 像 異 常 の ない14例に お いて 悪 性
変 化 は認 め られ ず,異 常 画像 の認 め ら れ た137例は
periphera且zone(PZ)681列,centralzone(CZ)
26例,両者(PZ-CZ)に所 見 が お よぶ もの43例で 前 立
腺 癌 は それ ぞ れ23例(33.8%),1例(3.8%)および
41例(95.3%)に認 め られ た.前 立 腺 癌65例中B癌21
例 全 例 は低 エ コー を示 し,そ の うち18例はPZに 限
局 した.一 方C,D癌44例 中39例はPZ-CZに 変 化 が
認 め られ,低 エ コー18例以外 に も高 エ コー3例,等 エ
コー1例.混 合 パ ター ソ22例を示 した.PZ部 に おけ
る超音 波 診 断 のsens三tivitylOO%で早 期 癌 診 断,特
にnonpalpaoletumorの診 断 に きわ め て有 効 であ
る と考 え られ た が,speci丘city31.1%と低 く,PZ限
局 良性 疾 患 との鑑 別 が 今後 の検 討 課 題 で あ る と考 え
られ た.
Bioptygunによる超音波 ガイ ド下前立腺生検の
検討:永川 修,高峰利充,太 田昌一郎,野 崎哲夫,
風間泰蔵,布施秀樹,片 山 喬(富 山医薬大)1989



















て:酒本 護,木 村仁美,横 山豊明,藤 城儀幸,岩崎
雅史,布施秀樹,片 山 喬(富 山医薬大)前 立腺肥
大症患者50名における経直腸的超音波エコーの所見と











前立腺超音波診断:渡 辺 決(京 府医大)前 立腺
の超音波診断は,1967年わが国において実用化された
が,1980年代の米国における爆発的なブーム以前は,










の本態を解明す るきっか けを与 えてくれるものであ
る.本 日は,「 超音波病態生理学」ともいうべきこの
領域の最近の成果について,前 立腺肥大症および癌の
それぞれを対象に,詳 しく述べることとする。
